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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の第１電場生成電極と、前記第１電場生成電極と対向する第２電場生成電極と、前記
第１電場生成電極と第２電場生成電極との間に形成される液晶層と、前記第１電場生成電
極に対応する位置に配置される赤色、緑色及び青色のカラーフィルタとを含む液晶表示板
組立体と、
前記液晶表示板組立体に光を供給する光源とを有し、
前記光源は、中心波長が６２０ないし６８０ｎｍであり、半値幅（ｈａｌｆ　ｂａｎｄｗ
ｉｄｔｈ）が２５ないし７０ｎｍである赤色成分と、中心波長が５２５ないし５４５ｎｍ
であり、半値幅が２０ないし５０ｎｍである緑色成分と、中心波長が４３０ないし４７０
ｎｍであり、半値幅が２５ないし７０ｎｍである青色成分とが混合された光を発し、
前記赤色カラーフィルタは、６３０ｎｍ以上の波長を有する光を９０％以上通過させ、５
６０ｎｍから４３０ｎｍの間の波長を有する光は１０％以下で通過させ、４２０ｎｍ以下
の波長を有する可視光を１０％以上通過させ、
前記青色カラーフィルタは、５００ｎｍから３８０ｎｍの間の波長を有する光を１０％以
上通過させ、４４０ｎｍの波長の光を７０％以上通過させる、ことを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項２】
前記緑色カラーフィルタは、５４０ｎｍの波長の光を７５ないし８５％通過させ、４６０
ｎｍ以下の波長の光を１５ないし２５％通過させることを特徴とする請求項１に記載の液
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晶表示装置。
【請求項３】
前記光源は、青色発光ダイオードに緑色及び赤色蛍光物質を被せた白色発光ダイオードを
含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記光源は、混合配置された赤色、緑色、及び青色発光ダイオードを含むことを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記緑色成分の輝度と前記赤色成分の輝度が前記青色成分の輝度より高いことを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記液晶表示板組立体と前記光源との間に配置される選択反射フィルムをさらに有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
前記第１電場生成電極は透明電極と反射電極とを含むことを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項８】
前記液晶表示板組立体と前記光源との間に配置される導光板及び光学シートをさらに有す
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
対向する二つの基板と、前記二つの基板の間に形成される液晶層と、前記液晶層を駆動す
る二つの電極と、前記二つの基板のうちの一つの上に形成される赤色、緑色、及び青色カ
ラーフィルタとを含む液晶表示板組立体と、
前記液晶表示板組立体に光を供給する光源とを有し、
前記光源のスペクトルは、赤色、緑色、及び青色領域に各々対応する離隔したピークを有
し、前記緑色カラーフィルタは、５４０ｎｍの波長の光を７５ないし８５％通過させ、４
６０ｎｍ以下の波長の光を１５ないし２５％通過させ、
前記赤色カラーフィルタは、６３０ｎｍ以上の波長を有する光を９０％以上通過させ、５
６０ｎｍから４３０ｎｍの間の波長を有する光は１０％以下で通過させ、４２０ｎｍ以下
の波長を有する可視光を１０％以上通過させ、
前記青色カラーフィルタは、５００ｎｍから３８０ｎｍの間の波長を有する光を１０％以
上通過させ、４４０ｎｍの波長の光を７０％以上通過させる、ことを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項１０】
前記光源は、中心波長が６２０ないし６８０ｎｍであり、半値幅が２５ないし７０ｎｍで
ある赤色成分と、中心波長が５２５ないし５４５ｎｍであり、半値幅が２０ないし５０ｎ
ｍである緑色成分と、中心波長が４３０ないし４７０ｎｍであり、半値幅が２５ないし７
０ｎｍである青色成分とが混合された光を発することを特徴とする請求項９に記載の液晶
表示装置。
【請求項１１】
前記緑色成分と前記赤色成分の輝度が前記青色成分の輝度より高いことを特徴とする請求
項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
前記光源は、青色発光ダイオードに緑色、及び赤色蛍光物質を被せた白色発光ダイオード
を含むことを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
前記光源は、混合配置された赤色、緑色、及び青色発光ダイオードを含むことを特徴とす
る請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
前記液晶表示板組立体と前記光源との間に配置される選択反射フィルムをさらに有するこ
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とを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
前記二つの電極のうちの一つは透明電極と反射電極とを含むことを特徴とする請求項１０
に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
前記緑色カラーフィルタは、４８０ｎｍから６２０ｎｍの間の波長を有する光を１０％以
上通過させることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に液晶表示装置の輝度を高く維持しながら色再現性を
向上させることのできる液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な液晶表示装置は、電界生成電極が具備された二つの表示板と、その間に入って
いる誘電率異方性（ｄｉｅｌｅｃｔｒｉｃ　ａｎｉｓｏｔｒｏｐｙ）を有する液晶層とを
含む。電界生成電極に電圧を印加して液晶層に電場を生成し、この電場の強さを調節する
ことによって液晶層を通過する光の透過率を調節し、所望の画像を得る。
【０００３】
　この時の光は、別途に具備された人工光源が提供するものであり得、自然光でもあり得
る。
　液晶表示装置用人工光源、つまり、バックライト（ｂａｃｋ　ｌｉｇｈｔ）装置は、光
源としてＣＣＦＬ（ｃｏｌｄ　ｃａｔｈｏｄｅ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌａｍｐ）や
ＥＥＦＬ（ｅｘｔｅｒｎａｌ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ）などのよ
うないくつかの蛍光ランプ（ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌａｍｐ）を使用したり、複数個
の発光ダイオードを使用したりする。
【０００４】
　ところが、バックライトが消費する電力は液晶表示装置の全体消費電力の相当部分を占
める。従って、液晶表示装置の消費電力を低くするためには、バックライトの電力効率を
高めるか、またはその使用時間を減らす方案が最も有力である。
　携帯電話などモバイル機器の場合、電源として電池を使用するので、電源の供給量に限
界がある。従って、モバイル機器に使用される液晶表示装置の電力消費を減らすことによ
って、モバイル機器の使用時間を延長するための方案が多角的に研究されている。
　一方、液晶表示装置の色再現性を向上させるために、高色純度のカラーフィルタを使用
する方案が最も有力な方法として提示されているが、色純度が上がるほどカラーフィルタ
を通過する光の量が減少して輝度が低くなるという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置における問題点に鑑みてなされたものであっ
て、本発明の目的は、液晶表示装置の輝度を高く維持しながら色再現性を向上させること
のできる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、複数の第１電場生成電
極と、前記第１電場生成電極と対向する第２電場生成電極と、前記第１電場生成電極と第
２電場生成電極との間に形成される液晶層と、前記第１電場生成電極に対応する位置に配
置される赤色、緑色及び青色のカラーフィルタとを含む液晶表示板組立体と、前記液晶表
示板組立体に光を供給する光源とを有し、前記光源は、中心波長が６２０～６８０ｎｍで
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あり、半値幅（ｈａｌｆ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）が２５～７０ｎｍである赤色成分と、中
心波長が５２５～５４５ｎｍであり、半値幅が２０～５０ｎｍである緑色成分と、中心波
長が４３０～４７０ｎｍであり、半値幅が２５～７０ｎｍである青色成分とが混合された
光を発し、
前記赤色カラーフィルタは、６３０ｎｍ以上の波長を有する光を９０％以上通過させ、５
６０ｎｍから４３０ｎｍの間の波長を有する光は１０％以下で通過させ、４２０ｎｍ以下
の波長を有する可視光を１０％以上通過させ、前記青色カラーフィルタは、５００ｎｍか
ら３８０ｎｍの間の波長を有する光を１０％以上通過させ、４４０ｎｍの波長の光を７０
％以上通過させる、ことを特徴とする。
【０００７】
前記緑色カラーフィルタは、５４０ｎｍの波長の光を７５～８５％通過させ、４６０ｎｍ
波長の光を１５～２５％通過させることが好ましい。
前記光源は、青色発光ダイオードに緑色及び赤色蛍光物質を被せて製作した白色発光ダイ
オードを含むことが好ましい。
前記光源は、赤色、緑色及び青色発光ダイオードを混合配置してなることが好ましい。
前記光源が発する前記緑色成分の輝度と前記赤色成分の輝度が前記青色成分の輝度より高
いことが好ましい。
前記液晶表示板組立体と前記光源との間に配置される選択反射フィルムをさらに有するこ
とが好ましい。
前記第１電場生成電極は透明電極と反射電極とを含むことが好ましい。
前記液晶表示板組立体と前記光源との間に配置される導光板及び光学シートをさらに有す
ることが好ましい。
 
【０００８】
上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、対向する二つの基板と
、前記二つの基板の間に形成される液晶層と、前記液晶層を駆動する二つの電極と、前記
二つの基板のうちの一つの上に形成される赤色、緑色、及び青色カラーフィルタとを含む
液晶表示板組立体と、前記液晶表示板組立体に光を供給する光源とを有し、前記光源のス
ペクトルは、赤色、緑色、及び青色領域に各々対応する離隔したピークを有し、前記緑色
カラーフィルタは、５４０ｎｍの波長の光を７５ないし８５％通過させ、４６０ｎｍ以下
の波長の光を１５ないし２５％通過させ、
前記赤色カラーフィルタは、６３０ｎｍ以上の波長を有する光を９０％以上通過させ、５
６０ｎｍから４３０ｎｍの間の波長を有する光は１０％以下で通過させ、４２０ｎｍ以下
の波長を有する可視光を１０％以上通過させ、
前記青色カラーフィルタは、５００ｎｍから３８０ｎｍの間の波長を有する光を１０％以
上通過させ、４４０ｎｍの波長の光を７０％以上通過させる、ことを特徴とする。
 
【０００９】
　前記光源は、中心波長が６２０～６８０ｎｍであり、半値幅が２５～７０ｎｍである赤
色成分と、中心波長が５２５～５４５ｎｍであり、半値幅が２０～５０ｎｍである緑色成
分と、中心波長が４３０～４７０ｎｍであり、半値幅が２５～７０ｎｍである青色成分と
が混合された光を発することが好ましい。
　前記緑色成分と前記赤色成分の輝度が前記青色成分の輝度より高いことが好ましい。
　前記光源は、青色発光ダイオードに緑色、及び赤色蛍光物質を被せた白色発光ダイオー
ドを含むことが好ましい。
　前記光源は、混合配置された赤色、緑色、及び青色発光ダイオードを含むことが好まし
い。
　前記液晶表示板組立体と前記光源との間に配置される選択反射フィルムをさらに有する
ことが好ましい。
　前記二つの電極のうちの一つは透明電極と反射電極とを含むことが好ましい。
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　前記緑色カラーフィルタは、４８０ｎｍから６２０ｎｍの間の波長を有する光を１０％
以上通過させることが好ましい。
　前記赤色カラーフィルタは、６３０ｎｍ以上の波長を有する光を９０％以上通過させ、
５６０ｎｍから４３０ｎｍの間の波長を有する光は１０％以下で通過させ、４２０ｎｍ以
下の波長を有する可視光を１０％以上通過させ、前記青色カラーフィルタは、５００ｎｍ
から３８０ｎｍの間の波長を有する光を１０％以上通過させ、４４０ｎｍの波長の光を７
０％以上通過させることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、低色純度カラーフィルタと所定の不連続スペクト
ルを有する光源とを使用することによって、優れた色再現性と高輝度の特性を全て有する
液晶表示装置を提供することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　添付した図面を参照して、本発明の実施形態について本発明の属する技術分野における
通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は多様
な相異な形態で実現でき、ここに説明する実施形態に限定されない。
　図面において、いろいろな層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。
明細書全体にわたって類似の部分については同一の図面符号を付けた。層、膜、領域、板
などの部分が他の部分の上にあるとする時、これは他の部分のすぐ上にある場合だけでな
く、その中間に他の部分がある場合も含む。逆に、ある部分が他の部分のすぐ上にあると
する時には、中間に他の部分がないことを意味する。
【００１２】
　次に、本発明に係る液晶表示装置を実施するための最良の形態の具体例を図面を参照し
ながら説明する。
　まず、本発明の一実施形態による液晶表示装置について、図１、図７、図８、及び図９
を参照して詳細に説明する。
【００１３】
　図１は本発明の一実施形態による液晶表示装置の分解斜視図であり、図７乃至図９は本
発明の一実施形態による赤色、緑色及び青色カラーフィルタの透過スペクトルである。
　図１に示すように、本実施形態による液晶表示装置は、表示部（ｄｉｓｐｌａｙ　ｕｎ
ｉｔ）３３０、バックライト部（ｂａｃｋｌｉｇｈｔ　ｕｎｉｔ）３４０、及び選択反射
フィルム（ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎ　ｓｈｅｅｔ）３４７を含む液晶
モジュール（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｍｏｄｕｌｅ）３５０と、液晶モジュール
３５０を収納して固定するモールドフレーム（ｍｏｌｄ　ｆｒａｍｅ）３６４と、上部及
び下部シャーシ（ｃｈａｓｓｉｓ）３６１、３６２とを含む。
【００１４】
　表示部３３０は、画像を表示する液晶表示板組立体３００、駆動集積回路チップ５１０
（以下、‘駆動チップ’と言う。）５１０、及び回路基板５５０を含む。
　液晶表示板組立体３００は、下部表示板１００、下部表示板１００と対向する上部表示
板２００、及び下部表示板１００と上部表示板２００との間に入っている液晶層（図示せ
ず）を含む。
　下部及び上部表示板１００、２００のうちの一つは、行列状に配列されている複数の画
素電極（図示せず）と、これに連結されている複数の薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉ
ｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）（図示せず）、そして薄膜トランジスタと連結されている
ゲート線（図示せず）及びデータ線（図示せず）などを含む複数の信号線を含む。
　二つの表示板１００、２００のうちの他の一つは、複数の赤色、緑色、青色のカラーフ
ィルタ（図示せず）と共通電極（図示せず）とを含む。
【００１５】
　ここで赤色カラーフィルタは、図７に示すように、約４３０ｎｍから５６０ｎｍの間の
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波長範囲の光は約１０％未満で通過させ、約５６０ｎｍから６３０ｎｍ波長範囲で透過光
量が急激に増加して、約６３０ｎｍ以上の波長を有する赤色光は約９０％以上通過させ、
約４２０ｎｍ以下の波長を有する可視光も約１０％以上通過させる。
【００１６】
　緑色カラーフィルタは、図８に示すように、約４８０ｎｍから６２０ｎｍの間の波長を
有する光を約１０％以上通過させ、特に約５４０ｎｍ波長の光に対する透過率は約８０％
（７５～８５％）である。緑色カラーフィルタは、約４６０ｎｍ以下の波長を有する可視
光を約２０％（１５～２５％）通過させ、約７００ｎｍ以上の波長を有する光は約５％以
下で透過させる。
【００１７】
　青色カラーフィルタは、図９に示すように、約３８０ｎｍから５００ｎｍの間の波長を
有する光を約１０％以上通過させ、特に約４４０ｎｍ波長の光に対する透過率が約７０％
以上としてピークを示す。また、約５３０ｎｍ以上の光は約５％未満で通過させる。
【００１８】
　本発明の他の実施形態によれば、カラーフィルタまたは共通電極が画素電極と同一の表
示板１００、２００に形成され得る。共通電極と画素電極とが同一の表示板に形成される
場合、画素電極と共通電極のうちの少なくとも一つは線状または棒状の形態を有すること
ができる。
　液晶層は、画素電極と共通電極との間に生成される電場によって方向を変える液晶分子
を含み、このような液晶分子の方向は入射光の偏光を決定する。
【００１９】
　駆動チップ５１０は下部表示板１００の一端部の付近で下部表示板１００上に装着され
ており、下部表示板１００のゲート線及びデータ線に電気信号を印加する。一つの駆動チ
ップ５１０の代わりに、データ線とゲート線にそれぞれ信号を送信する二つ以上の駆動チ
ップが装着されることができる。
【００２０】
　回路基板５５０は可撓性であり得、下部表示板１００上で駆動チップ５１０の付近に付
着されている。回路基板５５０には駆動チップ５１０を制御するための制御信号を生成す
る信号制御部など各種回路部品が装着されている。
　バックライト部３４０は表示部３３０の下に位置し、表示部３３０に光を提供する。バ
ックライト部３４０は、光源３４４、導光板３４２、複数の光学シート３４３、及び反射
板３４１などを含む。
【００２１】
　光源３４４は導光板３４２の一端に位置し、光を生成して導光板３４２に送り出す。光
源３４４から出た光は、図１３に示すように、中心波長が約６２０～６８０ｎｍであり、
半値幅（ｈａｌｆ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）が約２５～７０ｎｍである赤色光、中心波長が
約５２５～５４５ｎｍであり、半値幅が約２０～５０ｎｍである緑色光、及び中心波長が
約４３０～４８０ｎｍであり、半値幅が約２５～７０ｎｍである青色光が混合されたもの
である。このような光源３４４は、青色発光ダイオード（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ
ｄｉｏｄｅ、ＬＥＤ）に緑色と赤色蛍光物質を被せた白色発光ダイオードであり得、赤色
発光ダイオード、緑色発光ダイオード及び青色発光ダイオードを混合配置して実現するこ
ともできる。また、高輝度とホワイトバランス（ｗｈｉｔｅ　ｂａｌａｎｃｅ）を維持す
るために、緑色輝度が青色輝度より高く、赤色輝度が青色輝度より高くなるように発光ダ
イオードの出力または蛍光物質の量を調節することができる。
【００２２】
　光源としては、発光ダイオード以外にも、冷陰極蛍光ランプＣＣＦＬ（ｃｏｌｄ　ｃａ
ｔｈｏｄｅ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌａｍｐ、ＣＣＦＬ）、外部電極蛍光ランプ（ｅ
ｘｔｅｒｎａｌ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ、ＥＥＦＬ）などが使用
できる。
　光源３４４の付近には光源３４４を制御するための（可撓性）回路基板（図示せず）が
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付着されることができる。
　光源３４４は、導光板３４２の両側端部に配置されたり、導光板３４２の下に複数で配
置されたりすることができ、後者の場合には導光板３４２を省略することもできる。
【００２３】
　導光板３４２は、液晶表示板組立体３００に光を誘導し、そのための別途の塗光パター
ン（図示せず）を有することができる。
　光学シート３４３は、導光板３４２と液晶表示板組立体３００との間に介在しており、
導光板３４２から出た光の輝度を均一にして液晶表示板組立体３００に送り出す。
【００２４】
　選択反射フィルム３４７は、表示部３３０とバックライト部３４０との間に位置する。
選択反射フィルム３４７は、光の一部は反射し、一部は透過する。従って、光源３４４が
点灯されているときには、光源３４４から出た光が選択反射フィルム３４７を透過して液
晶表示板組立体３００に入射して表示に用いられ、光源３４４が消灯しているときには、
液晶表示板組立体３００を通過した外部からの光が選択反射フィルム３４７で反射し、再
び液晶表示板組立部３００に入射して表示に用いられる。選択反射フィルム３４７の例と
しては、コレステリック（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｉｃ）液晶層を複数層に積んで作ったフィ
ルムやＤＢＥＦ（ｄｏｕｂｌｅ　ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｆｉｌｍ）
などがある。
【００２５】
　反射板３４１は導光板３４２の下に位置し、導光板３４２の下に漏洩した光を反射して
再び導光板３４２に送ることにより、光の利用効率を向上させる。
　モールドフレーム３６４は、反射板３４１、導光板３４２、複数の光学シート３４３及
び液晶表示板組立体３００を順次に収納する。モールドフレーム３６４は、開口された底
面２５１及び底面２５１から延長された側壁２５２を含み、合成樹脂などからなることが
できる。
【００２６】
　結合された状態で回路基板５５０は、モールドフレーム３６４の側壁２５２の外側面に
沿って折曲されている。モールドフレーム３６４の側壁２５２の外側面の一部は掘られて
おり、掘られた部分には下部シャーシ３６２と結合するための複数の結合突起５１（ｍａ
ｉｌ　ｓｎａｐ）が形成されている。
　下部シャーシ３６２は金属からなることができ、モールドフレーム３６４を収納する。
下部シャーシ３６２は、底板２６１及び底板２６１のエッジから上にのびた側板２６２を
含む。側板２６２には結合突起５１に対応する複数の結合溝（ｆｅｍａｌｅ　ｓｎａｐ）
６１が形成されている。
【００２７】
　モールドフレーム３６４と下部シャーシ３６２は結合突起５１と結合溝６１詰めること
によって固定され、下部シャーシ３６２の側板２６２がモールドフレーム３６４の側壁２
５２の外側の掘られた部分に嵌る。モールドフレーム３６４の掘られた部分の深さは、下
部シャーシ３６２の側板２６２の厚さと同一であり、このようにすれば、液晶表示装置の
体積が減少する。
　上部シャーシ３６１は液晶表示板組立体３００の上部に位置する。上部シャーシ３６１
は、液晶表示板組立体３００において画像が表示される有効表示領域が見えるように開口
されており、下部シャーシ３６２と結合する。上部シャーシ３６１は、液晶表示板組立体
３００の位置をガイドし、液晶表示板組立体３００をモールドフレーム３６４の内に固定
する。
【００２８】
　以下、本発明の一実施形態による液晶表示装置の液晶表示板組立体３００の詳細構造に
ついて、図２～図９を参照して詳細に説明する。
　図２は本発明の一実施形態による液晶表示板組立体の配置図であり、図３は図２の液晶
表示板組立体のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図であり、図４乃至図６は従来の赤色、緑
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色、青色カラーフィルタの透過スペクトルを示すグラフである。
　本実施形態による液晶表示板組立体は、互いに対向する下部表示板１００と上部表示板
２００、及びこれら両基板（１００、２００）の間に入っている液晶層３を含む。
【００２９】
　まず、下部表示板１００について説明する。
　透明なガラスまたはプラスチックなどで作られた絶縁基板１１０上に複数のゲート線１
２１が形成されている。
　ゲート線１２１はゲート信号を伝達し、主に横方向にのびている。各ゲート線１２１は
、複数のゲート電極（ｇａｔｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１２４と、他の層または外部駆動
回路との接続のために面積が広い端部１２９とを含む。ゲート信号を生成するゲート駆動
回路（図示せず）は、図１に示したように、集積回路チップの形態で絶縁基板１１０上に
直接装着されることができる。しかし、ゲート駆動回路は、絶縁基板１１０上に付着され
る可撓性印刷回路膜（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｆｉｌｍ）
（図示せず）上に装着されたり、絶縁基板１１０に集積されたりできる。ゲート駆動回路
が絶縁基板１１０上に集積されている場合、ゲート線１２１が延長されてこれと直接連結
されることができる。
【００３０】
　ゲート線１２１は物理的性質が異なる二つの導電膜、つまり、下部膜１２１ｐとその上
の上部膜１２１ｑとを含む。上部膜１２１ｑは信号遅延や電圧降下を減らすことができる
ように比抵抗が低い金属、例えば、アルミニウム（Ａｌ）やアルミニウム合金などアルミ
ニウム系金属、銀（Ａｇ）や銀合金など銀系金属、銅（Ｃｕ）や銅合金など銅系金属など
で作られる。これとは異なって、下部膜１２１ｐは他の物質、特にＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ
ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）またはＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）との物理的
、化学的、電気的接触特性に優れた物質、例えば、モリブデン（Ｍｏ）やモリブデン合金
などモリブデン系金属、クロム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）及びチタニウム（Ｔｉ）など
で作られる。このような組み合わせの良い例としては、クロム下部膜とアルミニウム（合
金）上部膜とがあり、ゲート線１２１の端部１２９の上部膜１２９ｑの一部が除去され、
下部膜１２９ｐが露出されている。
【００３１】
　しかし、上部膜が接触特性に優れた物質で、下部膜が低抵抗物質で作られることもでき
る。また、ゲート線１２１は上述したいろいろな物質を含む単一膜構造を有することがで
き、その他にも多様な金属または導電体で作ることができる。
　図２及び図３において、ゲート電極１２４に対して下部膜は英文字「ｐ」を、上部膜は
英文字「ｑ」を図面符号に付け加えて表記した。
　ゲート線１２１の側面は絶縁基板１１０面に対して傾斜しており、その傾斜角は約３０
゜～約８０゜であることが好ましい。
【００３２】
　ゲート線１２１上には、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）または酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）などで
作られたゲート絶縁膜（ｇａｔｅ　ｉｎｓｕｌａｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）１４０が形成さ
れている。
　ゲート絶縁膜１４０上には、水素化非晶質シリコン（ｈｙｄｒｏｇｅｎａｔｅｄ　ａｍ
ｏｒｐｈｏｕｓ　ｓｉｌｉｃｏｎ）（非晶質シリコンは、略してａ－Ｓｉと記す。）また
は多結晶シリコン（ｐｏｌｙｓｉｌｉｃｏｎ）などで作られた複数の島型半導体１５４が
形成されている。島型半導体１５４はゲート電極１２４上に位置する。
【００３３】
　島型半導体１５４上には、複数対の島型オーミックコンタクト部材（ｏｈｍｉｃ　ｃｏ
ｎｔａｃｔ）１６３、１６５が形成されている。オーミックコンタクト部材１６３、１６
５は、リンなどのｎ型不純物が高濃度にドーピングされているｎ＋水素化非晶質シリコン
などの物質またはシリサイド（ｓｉｌｉｃｉｄｅ）で作られることができる。
　島型半導体１５４とオーミックコンタクト部材１６３、１６５の側面も絶縁基板１１０



(9) JP 5311321 B2 2013.10.9

10

20

30

40

50

面に対し傾斜しており、傾斜角は３０゜～８０゜程度である。
　オーミックコンタクト部材１６３、１６５及びゲート絶縁膜１４０上には、複数のデー
タ線１７１と複数のドレイン電極（ｄｒａｉｎ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１７５とが形成さ
れている。
【００３４】
　データ線１７１はデータ信号を伝達し、主に縦方向にのびてゲート線１２１と交差する
。各データ線１７１は、ゲート電極１２４に向かってのびた複数のソース電極（ｓｏｕｒ
ｃｅｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１７３と、他の層または外部駆動回路との接続のために面積が
広い端部１７９とを含む。データ信号を生成するデータ駆動回路（図示せず）は、図１に
示したように、集積回路チップの形態で絶縁基板１１０上に直接装着されることができる
。しかし、データ駆動回路は、絶縁基板１１０上に付着される可撓性印刷回路膜（図示せ
ず）上に装着されたり、絶縁基板１１０に集積されたりできる。データ駆動回路が絶縁基
板１１０上に集積されている場合、データ線１７１が延長されてこれと直接連結され得る
。
【００３５】
　ドレイン電極１７５はデータ線１７１と分離されていて、ゲート電極１２４を中心にソ
ース電極１７３と対向する。
　一つのゲート電極１２４、一つのソース電極１７３及び一つのドレイン電極１７５は、
島型半導体１５４と共に一つの薄膜トランジスタをなし、薄膜トランジスタのチャネル（
ｃｈａｎｎｅｌ）は、ソース電極１７３とドレイン電極１７５との間の島型半導体１５４
に形成される。
【００３６】
　データ線１７１及びドレイン電極１７５は物理的性質が異なる二つの導電膜、つまり、
下部膜１７１ｐ、１７５ｐとその上の上部膜１７１ｑ、１７５ｑとを含む。上部膜１７１
ｑ、１７５ｑは信号遅延や電圧降下を減らすことができるように比抵抗が低い金属、例え
ば、アルミニウム系金属、銀系金属、銅系金属などで作られ、下部膜１７１ｐ、１７５ｐ
はモリブデン、クロム、タンタル及びチタニウムなど耐火性金属（ｒｅｆｒａｃｔｏｒｙ
ｍｅｔａｌ）またはこれらの合金で作られることが好ましい。このような組み合わせの良
い例としては、クロムまたはモリブデン（合金）下部膜とアルミニウム（合金）上部膜と
があり、ドレイン電極１７５の上部膜１７５ｑ及びデータ線１７１端部１７９の上部膜１
７９ｑの一部が除去されて下部膜１７５ｐ、１７９ｐが露出されている。しかし、データ
線１７１及びドレイン電極１７５は上述したいろいろな物質で作られた単一膜構造を有す
ることができ、その他にも多様な金属または導電体で作ることができる。
　図２及び図３において、ソース電極１７３に対して下部膜は英文字「ｐ」を、上部膜は
英文字「ｑ」を図面符号に付け加えて表記した。
【００３７】
　データ線１７１及びドレイン電極１７５も、その側面が絶縁基板１１０面に対して３０
゜～８０゜程度の傾斜角で傾斜していることが好ましい。
　オーミックコンタクト部材１６３、１６５は、その下の島型半導体１５４と、その上の
データ線１７１及びドレイン電極１７５との間にだけ存在し、これらの間の接触抵抗を低
くする。島型半導体１５４には、ソース電極１７３とドレイン電極１７５との間をはじめ
として、データ線１７１及びドレイン電極１７５で覆われない露出された部分がある。
　データ線１７１、ドレイン電極１７５及び露出された島型半導体１５４部分上には保護
膜（ｐａｓｓｉｖａｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ）１８０が形成されている。
【００３８】
　保護膜１８０は無機絶縁物または有機絶縁物などで作られ、表面が平坦であり得る。無
機絶縁物の例としては、窒化ケイ素と酸化ケイ素とがある。有機絶縁物は感光性（ｐｈｏ
ｔｏｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ）を有することができ、その誘電常数（ｄｉｅｌｅｃｔｒｉ
ｃ　ｃｏｎｓｔａｎｔ）は約４．０以下であることが好ましい。しかし、保護膜１８０は
、有機膜の優れた絶縁特性を生かしながらも露出された島型半導体１５４部分に損傷を与
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えないように、下部無機膜と上部有機膜との二重膜構造を有することができる。
　保護膜１８０には、データ線１７１の端部１７９の下部膜１７９ｐとドレイン電極１７
５の下部膜１７５ｐとを各々露出する複数のコンタクトホール（ｃｏｎｔａｃｔ　ｈｏｌ
ｅ）１８２、１８５が形成されており、保護膜１８０とゲート絶縁膜１４０とには、ゲー
ト線１２１端部１２９の下部膜１２９ｐを露出する複数のコンタクトホール１８１が形成
されている。
【００３９】
　保護膜１８０上には、複数の画素電極（ｐｉｘｅｌ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１９１及び
複数のコンタクト補助部材（ｃｏｎｔａｃｔ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）８１、８２が形成さ
れている。これらはＩＴＯまたはＩＺＯなどの透明な導電物質やアルミニウム、銀、クロ
ムまたはその合金などの反射性金属で作られることができる。
　画素電極１９１はコンタクトホール１８５を通じてドレイン電極１７５と物理的・電気
的に接続されており、ドレイン電極１７５からデータ電圧の印加を受ける。データ電圧が
印加された画素電極１９１は、共通電圧（ｃｏｍｍｏｎ　ｖｏｌｔａｇｅ）の印加を受け
る上部表示板２００の共通電極（ｃｏｍｍｏｎ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）２７０と共に電場
を生成することにより、二つの電極１９１、２７０の間の液晶層３の液晶分子３１の方向
を決定する。このように決定された液晶分子３１の方向によって液晶層３を通過する光の
偏光が変わる。画素電極１９１と共通電極２７０とはキャパシタ［以下、“液晶キャパシ
タ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）”と言う］をなし、薄膜トラ
ンジスタがターンオフされた後にも印加された電圧を維持する。
【００４０】
　画素電極１９１はこれと隣接した前段画素行のゲート線１２１と重畳してストレージキ
ャパシタ（ｓｔｏｒａｇｅ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）をなし、ストレージキャパシタは液晶
キャパシタの電圧維持能力を強化する。
　コンタクト補助部材８１、８２は各々コンタクトホール１８１、１８２を通じてゲート
線１２１の端部１２９及びデータ線１７１の端部１７９と連結される。コンタクト補助部
材８１、８２はゲート線１２１の端部１２９及びデータ線１７１の端部１７９と外部装置
との接着性を補完し、これらを保護する。
【００４１】
　次に、上部表示板２００について説明する。
　透明なガラスまたはプラスチックなどで作られた絶縁基板２１０上に（図３上では下に
）遮光部材（ｌｉｇｈｔ　ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）２２０が形成されている。
遮光部材２２０はブラックマトリックス（ｂｌａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）とも言い、画素電
極１９１の間の光漏れを防止する。遮光部材２２０は画素電極と対向し、画素電極とほと
んど同一の形状を有する複数の開口部を有している。しかし、遮光部材２２０は、データ
線に対応する部分と薄膜トランジスタに対応する部分とでなることができる。
【００４２】
　基板２１０及び遮光部材２２０上には複数のカラーフィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂが形成さ
れている。カラーフィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂは遮光部材２３０によって取り囲まれた領域
内にほとんど存在し、画素電極１９１の列に沿って縦方向に長くのびている。各カラーフ
ィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂは赤色、緑色、青色の三原色など基本色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏ
ｌｏｒ）のうちの一つを表示することができる。画素電極のうちの一部はカラーフィルタ
２３０と対向しないことがあり、透明な樹脂からなる白色カラーフィルタを含むこともで
きる。
【００４３】
　赤色カラーフィルタ２３０Ｒは、図７に示すように、約４３０ｎｍから５６０ｎｍの間
の波長範囲の光は１０％未満通過させ、約５６０ｎｍから６３０ｎｍ波長範囲で透過光量
が急激に増加して、６３０ｎｍ以上の波長を有する赤色光は９０％以上通過させ、４２０
ｎｍ以下の波長を有する可視光も１０％以上通過させる。これは、図４に示した従来の赤
色カラーフィルタと比較して、４３０ｎｍから５６０ｎｍの間の波長範囲の光の透過量が
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さらに少ないという程度の特性がある。
【００４４】
　緑色カラーフィルタ２３０Ｇは、図８に示すように、４８０ｎｍから６２０ｎｍの間の
波長を有する光を１０％以上通過させ、特に、５４０ｎｍ波長の光を約８０％（７５～８
５％）通過させ、４６０ｎｍ以下の波長を有する可視光を約２０％（１５～２５％）通過
させ、７００ｎｍ以上の波長を有する光は５％以下で透過させる特性を有する。これは、
図５に示した従来の緑色カラーフィルタと比較して、４６０ｎｍ以下の波長を有する可視
光通過量が多く、７００ｎｍ以上の波長を有する光の通過量が非常に少ないという特徴が
ある。
【００４５】
　青色カラーフィルタ２３０Ｂは、図９に示すように、５００ｎｍから３８０ｎｍの間の
波長を有する光を１０％以上通過させ、特に、４４０ｎｍ波長の光を７０％以上通過させ
て、青色カラーフィルタを通過した光は４４０ｎｍでピークを示す。４８０ｎｍから５３
０ｎｍの間で通過光の急激な減少が生じ、５３０ｎｍ以上の光は５％未満で通過させる。
これは、図６に示した従来の青色カラーフィルタと比較して、通過光の急激な減少がさら
に短い波長帯で発生するという特徴がある。
【００４６】
　このようなカラーフィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂは感光剤に色素を入れて絶縁基板１１０上
にスピンコーティングした後、フォトリソグラフィ工程（ｐｈｏｔｏｌｉｔｈｏｇｒａｐ
ｈｙ）を通じて形成する。この時、赤色カラーフィルタ２３０Ｒは、感光剤原液に赤色（
ｒｅｄ）色素と深紅色（ｍａｇｅｎｔａ）色素とを約７５：２５の比率で混合して約１３
００ｒｐｍの回転速度でスピンコーティングをし、露光及び現像して形成することができ
る。　緑色カラーフィルタ２３０Ｇは、感光剤原液に緑色（ｇｒｅｅｎ）色素と黄色（ｙ
ｅｌｌｏｗ）色素とを約７５：２５の比率で混合して約８５０ｒｐｍでスピンコーティン
グをし、露光及び現像して形成することができる。
　また、青色カラーフィルタ２３０Ｂは、感光剤原液に青色（ｂｌｕｅ）色素と青緑色（
ｃｙａｎ）色素とを約８８：１２の比率で混合して約１４００ｒｐｍでスピンコーティン
グをし、露光及び現像して形成することができる。
【００４７】
　以上のように、各カラーフィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂが該当波長の光以外にも他の波長の
光を通過させる場合、該当波長の光のみを通過させるカラーフィルタに比べて色純度は低
いが、透過率は高い。つまり、カラーフィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂによって遮断される光の
量が、高色純度カラーフィルタに比べて低色純度カラーフィルタが少ない。
　このように、低色純度カラーフィルタを使用して透過率を高めることは、光源３４４を
消灯し、選択反射フィルム３４７を利用して外部光のみで表示を行うときに、カラーフィ
ルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂによる外部光の過度な光吸収によって表示が正常に行われない場合
を減らすためである。
【００４８】
　カラーフィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂ上にはＩＴＯまたはＩＺＯなどの透明な導電物質から
なる共通電極２７０が形成されている。
　下部、上部表示板１００、２００の内側面には配向膜（ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｌａｙｅ
ｒ）（図示せず）が形成されており、これらは水平または垂直配向膜であり得る。下部、
上部表示板１００、２００の外側面には偏光子（ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）１２、２２が備え
られており、二つの偏光子１２、２２の偏光軸は直交または平行である。反射型液晶表示
装置の場合には二つの偏光子１２、２２のうちの一つが省略され得る。
【００４９】
　液晶層３は正または負の誘電率異方性を有し、液晶層３の液晶分子３１は電場のない状
態でねじれ配向（ＴＮ：ｔｗｉｓｔｅｄｎｅｍａｔｉｃ）されていることができる。しか
し、液晶分子３１が電場のない状態で二つの表示板（１００、２００）に対して垂直に配
向されたり、二つの表示板（１００、２００）に対して平行をなしながら液晶分子３１相
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互間にも平行な配向をしたりすることもできる。
【００５０】
　液晶表示板組立体は、また、下部表示板１００と上部表示板２００とを支えて両者の間
に間隙を作る複数の弾性を有するスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）（図示せず）をさらに含むこ
とができる。
液晶表示板組立体は、また、下部表示板１００と上部表示板２００とを結合するシール材
（ｓｅａｌａｎｔ）（図示せず）をさらに含むことができる。シール材は上部表示板２０
０の周縁に位置する。
　上述した透過率を有するカラーフィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂと、上述した発光スペクトル
を有する光源３４４とを用いれば、高輝度と高色再現性の特性を全て有する液晶表示装置
を製作することができる。
【００５１】
　図１０は連続スペクトルを有する光源に対するいろいろなカラーフィルタの色純度及び
輝度特性を示すグラフである。
　図１０を参照すると、連続スペクトルを有する白色光を理想的なカラーフィルタを通過
させる場合には、赤色、緑色、青色カラーフィルタを通過した光が互いに重畳する波長範
囲なしに可視光領域の光を最大限広く活用することができる。従って、輝度が高く、色再
現性にも優れている。
　しかし、連続スペクトルを有する白色光を低色純度カラーフィルタを通過させる場合に
は、赤色、緑色、青色カラーフィルタを通過した光が互いに重畳する波長範囲を有する。
従って、輝度は高いが、色再現性が落ちる。
　これとは異なって、連続スペクトルを有する白色光を高色純度カラーフィルタを通過さ
せる場合には、赤色、緑色、青色カラーフィルタを通過した光が互いに重畳する波長範囲
を有しないが、カラーフィルタによって吸収されることにより相当量の可視光領域の光が
活用できない。従って、色再現性には優れているが、輝度が低い。
【００５２】
　図１１は不連続スペクトルを有する光源に対するいろいろなカラーフィルタの色純度及
び輝度特性を示すグラフである。
　図１１を参照すると、不連続スペクトルを有する白色光を理想的なカラーフィルタを通
過させる場合、赤色、緑色、青色カラーフィルタを通過した光が互いに重畳する波長範囲
なしに可視光領域の光を最大限広く活用することができる。
　また、低色純度カラーフィルタを通過させる場合、白色光自体のスペクトルが互いに分
離されているため、低色純度カラーフィルタを使用しても互いに重畳する波長範囲は非常
に狭い。つまり、緑色カラーフィルタを通過した光に青色成分が一部含まれ、青色カラー
フィルタを通過した光に緑色成分が少量含まれる程度であるので、色再現性に優れている
。また、輝度の損失も非常に少なくて、高輝度表示が可能である。
　しかし、高色純度カラーフィルタの場合には、色再現性は優れているが、依然として輝
度の損失が大きい。
【００５３】
　以上で分かるように、不連続スペクトルを有する白色光をバックライトとして用いる場
合、低色純度カラーフィルタを使用しても優れた色再現性を発揮することができ、輝度の
損失も少ないので、高輝度表示にも有利である。
【００５４】
　図１２は一般に使用される白色ＬＥＤのスペクトル分布グラフであり、図１３は本発明
の実施形態による液晶表示装置に使用される光源のスペクトル曲線である。
　図１２は紫外線光と青色光とを発する発光ダイオードに黄色蛍光物質を被せて製造した
白色発光ダイオードが発する光のスペクトルである。このような白色発光ダイオードは赤
色、緑色及び青色領域でピークが分離されないので、このような白色発光ダイオードは低
色純度カラーフィルタと共に使用するのに不適である。
【００５５】
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　図１３のスペクトルを有する白色光は赤色、緑色及び青色領域で明確に分離されるピー
クを有する。従って、低色純度カラーフィルタを使用しても重畳する波長領域が非常に少
ない。従って、低色純度フィルターを使用して優れた色再現性を有する液晶表示装置を製
作するのに適している。
【００５６】
　図１４は図１３の光源が発する白色光を図１乃至図３に示した液晶表示装置の各カラー
フィルタ２３０Ｒ、Ｇ、Ｂ（図７、８、９の通過光スペクトルを有するカラーフィルタ）
を通過させた場合の光のスペクトル曲線と、これらカラーフィルタ通過光を合わせて得ら
れる白色光のスペクトル曲線とを共に示したグラフである。
　図１４を参照すると、赤色カラーフィルタ通過光と青色カラーフィルタ通過光とは、図
１３のスペクトルを有する本発明の実施形態による白色光の赤色及び青色ピークとほとん
ど一致するピークを有し、緑色カラーフィルタ通過光は、図１３のスペクトルを有する本
発明の実施形態による白色光の緑色ピークとほとんど一致するピークと共に青色領域の成
分を一部含む。従って、これらカラーフィルタ通過光を合わせて得られる白色光のスペク
トル曲線は図１３と非常に類似している。これは本発明の実施形態によるカラーフィルタ
を使用する場合、図１３のスペクトルを有する白色光を非常に効率的に活用できることを
意味する。
【００５７】
　特に、緑色カラーフィルタが、緑色の中で波長が長い方に属する５４０ｎｍの光を８０
％程度通過させ、青色に属する４６０ｎｍ以下の波長帯の可視光線を２０％程度通過させ
るので、観察者にはこれら二つの波長帯の光が混合された５２０ｎｍの緑色光として認識
される。５２０ｎｍは緑色光の標準波長に相当する。従って、色再現性の向上に有利であ
る。
　また、緑色カラーフィルタが緑色光以外に青色光も一部通過させ、これらの合計によっ
て緑色を表示するので、緑色光の輝度が高い。赤色、緑色及び青色の中で緑色が全体輝度
に与える影響が最も大きいことを勘案すれば、全体輝度の向上にも有利であることが分か
る。
【００５８】
　図１乃至図３の実施形態においては、図１３のスペクトルを有する白色光を発する光源
と、この光源に適した新たなカラーフィルタ（図７、８、９の通過光スペクトルを有する
カラーフィルタ）を共に適用することによって、高輝度と高色再現性を全て有する液晶表
示装置を実現する。しかし、既存の低色純度カラーフィルタ（図４、５、６の通過光スペ
クトルを有するカラーフィルタ）を図１３のスペクトルを有する白色光を発する光源と共
に適用する場合にも、高輝度と高色再現性を有する液晶表示装置を実現することができる
。これについて図１５を参照して説明する。
【００５９】
　図１５は図１３の光源が発する白色光を図４、５、６の通過光スペクトルを有する低色
純度カラーフィルタを通過させた場合の光のスペクトル曲線と、これら低色純度カラーフ
ィルタ通過光を合わせて得られる白色光のスペクトル曲線とを共に示したグラフである。
　図１５を参照すると、青色カラーフィルタを通過した光が緑色領域の成分を有し、緑色
カラーフィルタを通過した光は青色領域の成分をほとんど有しない。従って、これらカラ
ーフィルタ通過光を合わせて得られる白色光のスペクトル曲線は、図１４と比べて青色成
分が少なく、緑色成分がさらに多いことが分かる。これは、図１乃至図３の実施形態と比
べて光源が発する白色光の利用効率は多少落ちるが、それでも高い効率で光源の白色光を
利用することによって高輝度を発揮し、３色領域のピークが明確に分離されるので、高色
純度の表現も可能であることを意味する。
【００６０】
　一方、光源は既存の光源を使用し、カラーフィルタだけを図７、８、９の通過光スペク
トルを有するカラーフィルタを使用する場合でも、輝度改善及び表示の色純度向上を図る
ことができる。
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【００６１】
　本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体について、図１６乃至図１８を参照して
詳細に説明する。
　図１６は本発明の他の実施形態による液晶表示板組立体の配置図であり、図１７は図１
６の液晶表示板組立体のＸＩ－ＸＩ線に沿った断面図であり、図１８は図１６の液晶表示
板組立体のＸＩＩ－ＸＩＩ線に沿った断面図である。
【００６２】
　本実施形態による液晶表示板組立体は、互いに対向する下部表示板１００と上部表示板
２００、液晶層３、及び一対の偏光子１２、２２を含む。
　本実施形態による下部、上部表示板１００、２００の層状構造は、大体図２及び図３に
図示したものと同一である。
　下部表示板１００を見れば、絶縁基板１１０上にゲート電極１２４及び端部１２９を含
む複数のゲート線１２１が形成されている。ゲート線１２１上にはゲート絶縁膜１４０、
複数の島型半導体１５４、複数のオーミックコンタクト部材１６３、１６５が順次に形成
されている。ゲート絶縁膜１４０及びオーミックコンタクト部材１６１、１６５上にはソ
ース電極１７３及び端部１７９を含む複数のデータ線１７１と、複数のドレイン電極１７
５とが形成されており、その上に保護膜１８０が形成されている。保護膜１８０及びゲー
ト絶縁膜１４０には複数のコンタクトホール１８１、１８２、１８５が形成されている。
保護膜１８０上には複数の画素電極１９１及び複数のコンタクト補助部材８１、８２が形
成されている。
【００６３】
　上部表示板２００について説明すれば、遮光部材２２０、複数のカラーフィルタ２３０
及び共通電極２７０が絶縁基板２１０上に（図１７上では下に）形成されている。
　図２及び図３に示した液晶表示板組立体とは異なって、絶縁基板１１０とゲート絶縁膜
１４０との間には複数の維持電極線（ｓｔｏｒａｇｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　ｌｉｎｅ）
１３１が形成されている。
維持電極線１３１は所定の電圧の印加を受け、ゲート線１２１とほとんど並んでのびてデ
ータ線１７１と交差する。各維持電極線１３１は隣接した二つのゲート線１２１の間に位
置し、二つのゲート線１２１のうちの下側に近い。維持電極線１３１は下上に拡張された
維持電極（ｓｔｏｒａｇｅｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１３７を含む。しかし、維持電極線１３
１の形状及び配置は多様に変更することができる。
【００６４】
　ゲート線１２１及び維持電極線１３１は、アルミニウム系金属、銀系金属、銅合金など
銅系金属、モリブデン系金属、クロム、タンタル及びチタニウムなどで作られた単一膜構
造を有している。しかし、これらは物理的性質が異なる二つの導電膜（図示せず）を含む
多重膜構造を有することもできる。
　島型半導体１５４及びオーミックコンタクト部材１６３はデータ線に沿って延長され、
各々線状半導体１５１及び線状オーミックコンタクト部材１６１をなす。線状半導体１５
１及び線状オーミックコンタクト部材１６１は、ゲート線１２１及び維持電極線１３１の
付近で幅が広くなってこれらを幅広く覆い、表面のプロファイルを滑らかにすることによ
りデータ線が断線することを防止する。
【００６５】
　各ドレイン電極１７５は、広い一端部１７７と、棒状の他端部分とを含む。広い端部１
７７は維持電極１３７と重畳し、棒状端部はＪ字状に曲がったソース電極１７３によって
一部取り囲まれている。
　データ線１７１及びドレイン電極１７５は、モリブデン、クロム、タンタル及びチタニ
ウムなど耐火性金属またはこれらの合金で作られる単一膜構造を有する。しかし、これら
も耐火性金属膜（図示せず）と低抵抗導電膜（図示せず）とを含む多重膜構造を有するこ
とができる。
【００６６】
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　保護膜１８０は、窒化ケイ素や酸化ケイ素などの無機絶縁物で作られた下部保護膜１８
０ｐと、有機絶縁物で作られた上部保護膜１８０ｑとを含む。上部保護膜１８０ｑは４．
０以下の誘電常数を有することが好ましく、感光性を有することができる。また、上部保
護膜１８０ｑには下部保護膜１８０ｐの一部を露出する開口部が形成されており、上部保
護膜１８０ｑの表面には凸凹が形成されている。しかし、保護膜１８０は無機絶縁物また
は有機絶縁物などで作られた単一膜構造を有することもできる。
【００６７】
　各画素電極１９１は、上部保護膜１８０ｑの凹凸に沿って屈曲があり、透明電極１９２
及びその上の反射電極１９４を含む。透明電極１９２はＩＴＯまたはＩＺＯなどの透明な
導電物質で作られ、反射電極１９４はアルミニウム、銀、クロムまたはその合金などの反
射性金属で作られる。しかし、反射電極１９４はアルミニウム、銀またはその合金など低
抵抗反射性上部膜（図示せず）と、モリブデン系金属、クロム、タンタル及びチタニウム
などＩＴＯまたはＩＺＯとの接触特性が良い下部膜（図示せず）との二重膜構造を有する
ことができる。
　反射電極１９４は上部保護膜１８０ｑの開口部に位置し、透明電極１９２を露出する透
過窓１９５を有している。
【００６８】
　このような半透過型液晶表示板組立体の各画素は、透明電極１９２及び反射電極１９４
によって各々定義される透過領域ＴＡ及び反射領域ＲＡに区画できる。具体的には、透過
窓１９５の上下に位置する部分は透過領域ＴＡとなり、反射電極１９４上下に位置する部
分は反射領域ＲＡとなる。
　透過領域ＴＡにおいては、液晶表示板組立体の下面、つまり、下部表示板１００側から
入射した光が液晶層３を通過して上面、つまり、上部表示板２００の方に出ることによっ
て表示を行う。反射領域ＲＡにおいては、上面から入射した光が液晶層３に入ってきて反
射電極１９４によって反射され、液晶層３を再び通過して上面に出ることによって表示を
行う。この時、反射電極１９４の屈曲（凹凸）は光の乱反射を誘導して画面に物体が映る
現象を防止する。
【００６９】
　透過領域ＴＡには上部保護膜１８０ｑがないので、透過領域ＴＡにおける液晶層３の厚
さ、またはセル間隔（ｃｅｌｌ　ｇａｐ）が、反射領域ＲＡにおけるセル間隔より大きい
。特に、透過領域ＴＡにおけるセル間隔が反射領域ＲＡにおけるセル間隔の約２倍である
ことが好ましい。
　画素電極１９１及びこれと連結されたドレイン電極１７５の拡張部１７７は、維持電極
１３７をはじめとする維持電極線１３１と重畳してストレージキャパシタ（ｓｔｏｒａｇ
ｅ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）をなす。
　上部表示板２００のカラーフィルタ２３０及び遮光部材２２０上には蓋膜（ｏｖｅｒ　
ｃｏａｔ）２５０が形成されている。蓋膜２５０は（有機）絶縁物で作られることができ
、カラーフィルタ２３０を保護し、カラーフィルタ２３０が露出されることを防止し、平
坦面を提供する。
【００７０】
　半透過型液晶表示装置においても、既存のカラーフィルタに図１３のスペクトルを有す
る白色光を発する光源を結合して使用したり、既存の光源に図７、８、９の透過光スペク
トルを有するカラーフィルタを結合して使用したりしても輝度と色純度の向上の効果を得
ることができる。
【００７１】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の分解斜視図である。
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【図２】本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図４】従来の液晶表示装置に使用される赤色カラーフィルタの透過光スペクトルである
。
【図５】従来の液晶表示装置に使用される緑色カラーフィルタの透過光スペクトルである
。
【図６】従来の液晶表示装置に使用される青色カラーフィルタの透過光スペクトルである
。
【図７】本発明の実施形態による液晶表示装置に使用される赤色カラーフィルタの透過光
スペクトルである。
【図８】本発明の実施形態による液晶表示装置に使用される緑色カラーフィルタの透過光
スペクトルである。
【図９】本発明の実施形態による液晶表示装置に使用される青色カラーフィルタの透過光
スペクトルである。
【図１０】連続スペクトルを有する光源に対するいろいろなカラーフィルタの色純度及び
輝度特性を示すグラフである。
【図１１】不連続スペクトルを有する光源に対するいろいろなカラーフィルタの色純度及
び輝度特性を示すグラフである。
【図１２】一般に使用される白色ＬＥＤのスペクトル分布グラフである。
【図１３】本発明の実施形態による液晶表示装置に使用される光源のスペクトル曲線であ
る。
【図１４】図１３の光源が発する白色光を図１乃至図３に示した液晶表示装置の各カラー
フィルタを通過させた場合の光のスペクトル曲線と、これらカラーフィルタ通過光を合わ
せて得られる白色光のスペクトル曲線を共に示したグラフである。
【図１５】図１３の光源が発する白色光を図４、５、６の通過光スペクトルを有する低色
純度カラーフィルタを通過させた場合の光のスペクトル曲線と、これら低色純度カラーフ
ィルタ通過光を合わせて得られる白色光のスペクトル曲線とを共に示したグラフである。
【図１６】本発明の他の実施形態による液晶表示パネルの配置図である。
【図１７】図１６のＸＩ－ＸＩ線に沿った断面図である。
【図１８】図１６のＸＩＩ－ＸＩＩ線に沿った断面図である。
【符号の説明】
【００７３】
　８１、８２　　コンタクト補助部材
　１００　　　　下部表示板
　１１０、２１０　　絶縁基板
　１２１、１２９　　ゲート線
　１２４　　　　ゲート電極
　１４０　　　　ゲート絶縁膜
　１５１、１５４　　（線状、島型）半導体
　１６１、１６３、１６５　　オーミックコンタクト部材
　１７１、１７９　　データ線
　１７３　　　　ソース電極
　１７５　　　　ドレイン電極
　１８０　　　　保護膜
　１８１、１８２、１８５　　コンタクトホール
　１９１　　　　画素電極
　２００　　　　上部表示板
　２２０　　　　遮光部材
　３００　　　　液晶表示板組立体
　２３０Ｒ　　　赤色カラーフィルタ
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　２３０Ｇ　　　緑色カラーフィルタ
　２３０Ｂ　　　青色カラーフィルタ
　２７０　　　　共通電極

【図１】 【図２】
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【図６】

【図７】
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【図９】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够在保持液晶显示装置的高亮度的同时提高色彩再现性的液晶显示装置。 ŽSOLUTION：液晶显示装置
包括液晶显示面板组件，包括多个第一场产生电极，面向第一场产生电极的第二场产生电极，设置在第一场产生电极之间的液晶层
电极和第二场产生电极，以及红色，绿色和蓝色滤色器，设置在与第一场产生电极相对应的位置;和光源，为液晶显示组件提供光。
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光源发出混合光，包括中心波长为620至680nm，半带宽为25至70nm的
红色成分，绿色成分，中心波长为525至545nm，半带宽为20至50nm，
蓝色成分的中心波长为430~470nm，半带宽为25~70nm。 Ž


